

































































c） 証 聖 者 マ ク シ モ ス（580－662； 断 片 ５，11，37，38，40，41，48；
PG90－91）．
d）ヨアンネス・モスコス（540－620）『霊的牧場』第176章（断片６；
PG87.304－5）．
e）フォティオス（810－893）『図書総覧』第109コデックス（断片23；
PG103.381－384）．
アレクサンドリアのクレメンス「断片集」
─全訳─ 21
f）カッシオドルス（485－580）によるラテン語訳版「アレクサンドリアの
クレメンスによる「公同書簡」への注記』（『アドウンブラティオネス』，
断片24；PG9.729－740）．
g）コンスタンティノポリスのニケフォロス（758－828）『コンスタンティ
ノス・コプロニュモス駁論』3.26（断片33；PG100.416）．
h）シナイのアナスタシオス（640－700；断片42，49，53；PG89）．
i）ヒエロニュムス（340－420）『ルフィヌス駁論』I.13（断片50；PL23.407）．
j）アレクサンドリアのキュリロス（375－444）『ユリアノス駁論』６（断
片51；PG76.813）．
k）ディオニュシオス・アレオパギテス（５世紀？）『神名論』V.9（断片
52；PG3.824）．
2）ミーニュ版以外の刊本による指示の場合．
a）G．メルカーティ編（1904）『研究とテキスト』第12巻３頁所収の，ヴァ
ティカン所蔵ギリシア語第354番写本に載るもの（断片12）．
b）Br．クルシュ編（1880）『キリスト教中世年代学研究』317頁所収の，偽
アナトリオス『復活祭の根拠』１（断片27）．
c）L．ディンドルフ編（1832）『復活祭時期早見表』14～15頁に載るもの（断
片28）．
d）K．ホル編（1899）『ニケア公会議以前の教父たちによる「聖句集」（Sacra 
Parallera【ダマスコのヨアンネス650－750の編著著とされる】からの断片』
に収められたもの（断片29，30，31，32，45，46，47，53，60，61，
62，63，64，65，66，67，68）．
e）ニケフォロス・ヒエロモナコス編（1772）『モーセ八書および列王記へ
のカテナ』第１巻1037欄に収められたもの（断片34）．
f）Fr．フォン・デア・ゴルツ編（1899）『アトス・ラウラ修道院写本184 
B64』48頁に収められたもの（断片35）．
g）N．ル・ヌリ編（1703／1715）『古代教父・古代教会著作家大叢書への補
遺』に収められたもの（断片36，39）．
h）M．バーナード編（1897）『救われる富者とは誰であるか』に収められた
もの（断片43，44）．
i）B．コルデリウス編（1646－1647）『ギリシア教父たちによるマタイ福音
書への言及』第２巻482頁に載るもの（断片54）．
j）J．A．クレイマー編（1844）『ギリシア教父たちによる新約聖書へのカテ
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ナ』第１巻に載るもの（断片55，56）．
k）J．ポッター編（1715）『アレクサンドリアのクレメンス　現存作品』
1019－1020頁に載るもの（断片57，58）．
l）J．A．クレイマー編（1844）『ギリシア教父たちによる新約聖書へのカ
テナ』第８巻243頁に載るカイサリアの司教アレタス『黙示録（4,5）注解』
（断片59）．
m）J-B-F．ピトラ編（1883）『聖文献撰集Ⅳ』35－36頁「パリ・アルメニ
ア語写本46A f.150v 第１欄に載るもの」からP．マーティンが同書305－
306頁にラテン語訳して載せたもの（断片69）．
n）L．ディンドルフ編（1831）『ヨアンネス・マララス　年代記』（全18巻；
マララス491－578）に載るもの（断片70，71，72，73，74）．
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『ヒュポテュポセイス』
第４巻
１】オイクメニオス　1ｺﾘﾝﾄ11,10への注解（PG118.800）．
　「天使たちのために」．ここで「天使たち」とパウロが述べているのは，正し
き者たちと有徳の者たちのことである．したがってパウロは，彼らのことを不
品行へと辱めないように，女性は頭が覆われるようにせよ，と言っているので
ある．というのも実に，天界における天使たちも，女性の頭が覆われているの
を目にしているからである．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第４巻において，このように述べて
いる．
２】オイクメニオス　2ｺﾘﾝﾄ5,16への注解（PG118.977）．
　「たとえわれわれが，肉においてキリストを知っていたとしても」．われわれ
の「肉において」というのは「罪において」というのと同義であり，「肉によ
らずに」というのは「罪と関わりなく」ということである．ちょうどそれと同
様に，キリストに関して「肉において」というのは，本性的な情動に屈すると
アレクサンドリアのクレメンス「断片集」
─全訳─ 23
いう意味であり，屈しないのが「肉においてではなく」ということである．パ
ウロが言っているのは，ちょうどキリストが情動から解放されていたのと同様
に，われわれもまた，決して肉に関して情動に身をゆだねることがあってはな
らないということである．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第４巻において，このように述べて
いる．
３】オイクメニオス　2ｺﾘﾝﾄ6,11への注解（PG118.989）．
　「われわれの心は開かれている」というのは，あなた方をすべてのことに向
けて教えることに対して，の意味である．しかるに「あなた方は，自らの思い
のうちに狭量になっている」．すなわちこれは「神に対する愛において」の意
味である．あなた方はその愛をもって「わたしを愛すべき」なのであるから．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第４巻において，このように述べて
いる．
第５巻
４】エウセビオス『教会史』1.12.1以下．
　救い主の使徒たちの名は，福音書によってすべての人々に明らかである．70
人の弟子たちのリストはどこにも存在しないが，バルナバはその一人であっ
たと言われている．『使徒行録』は，彼に何度か言及していて，パウロも『ガ
ラテヤの信徒たちへの書簡』で特に触れている．パウロと連名で『コリントの
信徒たちへの書簡』を記したソステネも，その一人と言われる．クレメンスは
『ヒュポテュポセイス』の第５巻で，こう言っている．「ケファがアンティオキ
アにやって来たとき，わたしは面と向かって彼をなじった」とパウロが言って
いるケファは70人の弟子のひとりで，使徒ペトロと同名であった，と．
５】証聖者マクシモス『ディオニュシオスへの注釈』（PG4.255以下）．
　神の人ヨハネは『黙示録』において，天使たちのことを「長老たち」と呼ん
でいる（黙示4,4）．また『トビト書』においてわれわれは，天使たちが７人で
あると読む（ﾄﾋﾞﾄ12,15）．これはクレメンスの『ヒュポテュポセイス』第５巻
においてもそうである．
秋　山　　　学24
６】ヨアンネス・モスコス『霊的牧場』第176章．
　実に，彼らは真に洗礼を受けたのであり，これは『ストロマテイス』の著者
であるクレメンスが『ヒュポテュポセイス』の第５巻において言及しているこ
とである．というのもクレメンスは＜わたしは，あなた方の誰にも洗礼を授け
なかった＞（１ｺﾘﾝﾄ1,24）という使徒の言葉を解釈し，そう述べているからで
ある．キリストはペトロだけに洗礼を授け，ペトロはアンドレに，アンドレは
ヤコブとヨハネに，そしてこの二人が他の人々に洗礼を授けたと言われてい
る．
７】オイクメニオス　ｶﾞﾗﾃﾔ5,24への注解（PG118.1157）．
　＜だが，肉においてキリストに属す人々＞．パウロは「このようなことを為
す人とはいったい誰か？」と言われるのを防ぐために，こう述べているのであ
る．このようなことを為す人とは，キリストの肉，すなわち自分自身の身体
（というのもキリストの肉とはわれわれの身体のことであるから）を，十字架
につけ，いわば身体的な諸情動から死したものとしてしまった人々のことであ
る．さらには，情動に関わる限りにおいて，身体を十字架につけたばかりでな
く，完徳に至る上で関係する限りにおいて，情動をも自らのうちから十字架に
つけてしまった人々のことである．この解釈にあっては，「だが」が余分であ
る．あるいは次のような解釈もありうる．パウロは言う．「なぜ徳の種類を一
つずつ数え上げたりなどしようか．なぜなら，情動に関わる限りにおいて，自
らを，また自らに関わる限りにおいて，情動を十字架につけてしまった人々が
あるからである」．この解釈にあっては，「だが」は余分ではない．「しかるに
キリストに属す人々は」，存在するのであって，彼らは自らの肉を十字架につ
けてしまったのである．
　このように，クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第５巻で述べている．
第６巻
８】エウセビオス『教会史』6.14.5－7．
　クレメンスは同じ書物の中でさらに，福音書の順序について初代教会の長老
たちの言い伝えを以下のように引いている．「最初に記されたのは系図を含む
福音書である．『マルコによる福音書』は，次のような経緯から生まれた．す
なわち，ペトロがローマで人々に御言葉を伝え，霊に動かされて福音書の誕生
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を宣言したとき，居合わせた大勢の人々は，長い間，彼に付き添い，語られた
言葉を覚えているマルコにその言葉を書き留めておくように勧めた．マルコは
そうした．そして，それを求めた人たちにその福音書を分かち与えた．ペトロ
はそのことを知ったとき，それに熱心に反対するわけでも，勧めるわけでもな
かった．しかし最後のヨハネは，福音書の中で既にその説明がなされているの
を知っていたので，弟子たちに勧められ，霊に衝き動かされたとき，霊的な福
音書を記した」．クレメンスはこのように述べている．　
９】エウセビオス『教会史』2.15.1以下．
　神の御言葉がこうして彼らの間に根を下ろすと，シモンの力は消え，それは
この男とともに瞬時にして滅びてしまった．一方，神への敬虔さの光は，ペト
ロの言葉を聞く者の精神をかくも深く照らした．そこで彼らは，神からの教え
を一度聞くだけでは，あるいは記されていないその教えだけでは満足せず，ペ
トロの同伴者であったマルコに（その福音書は現在残されている），言葉を介
して自分たちに伝えられたその教えの要約を文書にして残してくれるよう，あ
らゆる手立てを尽くして頼み，その嘆願をマルコが承知するまでやめなかっ
た．こうして彼らは，霊の啓示を受けてマルコの業を知るや，この者たちの熱
意を喜び，その文書が教会で朗読されるのを承認したと言われる．クレメンス
は『ヒュポテュポセイス』の第６巻でこの話を引き，ヒエラポリスの人々の司
教であるパピアスという者も同じくそのことを証ししている．パピアスはま
た，ペトロが第１の書簡の中でマルコに言及していると指摘している．ペトロ
はこの第１の書簡をローマで著したと言われている．そのことは彼自身が「バ
ビロンにあるともに選ばれた者と，わたしの子であるマルコが，あなた方によ
ろしくとのことです」（1ﾍﾟﾄﾛ5,13）と言って，その町をバビロンに譬えたこと
によって示している．
10】エウセビオス『教会史』2.1.3．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第６巻でそれを次のように記してい
る．「救い主が天に挙げられた後，ペトロとヤコブとヨハネは，救い主からす
でに名誉を与えられていたので，その栄誉を争うようなことはせず，義人ヤコ
ブをエルサレムの司教に据えた」．
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11】証聖者マクシモス『ディオニュシオスへの注釈』（PG4.421）．
　わたくしはこの＜７つの天＞という表現を，ペッラの人アリストンに帰され
ている，パピスコスとイアソンの論争（使徒行録17,5－9）のうちにも読んだ．
この論争については，アレクサンドリアの人であるクレメンスが『ヒュポテュ
ポセイス』の第６巻において，ルカが記したものだと述べている．
12】ヴァティカヌス・グラエクス354．
　クレメンスによる『ヒュポテュポセイス』第６巻より．イエスはハンセン病
患者を癒し，こう言った．＜証しのために，あなたは自分の体を祭司たちに見
せなさい＞（ﾏﾀｲ8,2－4）．これは，次のような伝承があることによる．祭司た
ちは，神の力によって，定められた日々のうちに，ハンセン病患者たちを癒す
習慣を有していた．だがこの患者に関しては，多くの時間をかけても癒され得
なかったため，彼らはこう言った．＜この男を癒すことは，キリストただ一人
を除いては，誰一人としてできない．もしキリストが到来すればの話だが＞．
さてこの患者がしつこく懇願するので，救い主は彼を憐れみつつ癒し，そのこ
とについてこう述べたのである．＜あなたはここから去り，証しのために自分
の体を祭司たちに見せなさい．それは，もしこの人間が完全に癒されていたな
ら，あなた方が「キリストただ一人を除いては，誰一人としてこの男を癒すこ
とはできない」と言っていたことに基づき，キリストが来たことになる．だか
らあなた方はこのキリストを信じよ＞と．
第７巻
13】エウセビオス『教会史』2.1.4以下．
　クレメンスはさらに，同じ著作の第７巻で，ヤコブについて次のように述べ
ている．「主は復活後に，義人ヤコブやヨハネ，ペトロなどにグノーシス（覚
知）を伝えた．そして彼らは他の使徒たちにそれを伝え，他の使徒たちはバル
ナバもその一人であった70人にそれを伝えた．ヤコブという人物は二人いて，
一人は神殿の塔から突き落とされ，縮織りの棒で滅多打ちにされて死んだ義人
のヤコブであり，もう一人は打ち首にされたヤコブである．パウロも，この義
人ヤコブに言及して次のように記している．＜しかしわたしは，主の兄弟ヤコ
ブ以外の使徒には会わなかった＞（ｶﾞﾗﾃﾔ1,19）」．
　同2.23.3．
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　ヤコブの最期のありさまは，すでに引用したクレメンスの言葉によって示さ
れた．彼は，ヤコブが胸壁から突き落とされ，棍棒で打たれて死んだと言って
いる．
14】エウセビオス『教会史』2.9.2以下．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このヤコブに言及し，興
味深い話を付記している．彼は，自分の前の時代の人たちの言い伝えを典拠に
していると思われるが，ヤコブを法廷に引き出した男は，信仰を証しするヤコ
ブを見て感動し，自分もキリスト教徒であると告白したと述べている．クレメ
ンスは続けてこう述べる．「そこで二人は引き立てられた．刑場への途中，そ
の男はヤコブに赦しを請うた．ヤコブはしばらく考えたが，＜平安があなたに
あるように＞と言って接吻した．そして二人は同時に斬首された」．
15】オイクメニオス　1ﾃﾓﾃ2,6への注解（PG119.152）．
　＜固有の時機に＞．とパウロは述べている．すなわち，人々が信仰に照らし
て相応しい時機に，の意味である．
　このようにクレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で述べている．
16】オイクメニオス　1ﾃﾓﾃ3,16への注解（PG119.164－165）．
　＜天使たちに目撃された＞．おお神秘であることよ，天使たちがわれわれと
共にキリストを目撃したのである．それ以前には人間たちと同じように天使た
ちが目撃することはなかったにもかかわらず．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このように記している．
17】オイクメニオス　1ﾃﾓﾃ5,8への注解（PG119.175）．
　＜そしてとりわけ親族の者たちのことを＞．相応しき事柄ばかりでなく，自
ら情動を断ち切ることによって自分自身のことを先慮する者は，自らの家族や
親族のことを先慮するのである．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このように記している．
18】オイクメニオス　1ﾃﾓﾃ5,10への注解（PG119.177）．
　＜もし彼が聖なる人々の足を洗ったなら＞．これはすなわち，もし彼が聖な
る人々のために，もっとも卑しい奉仕の業をも，恥じることなく成し遂げてい
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たならば，の意である．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このように記している．
19】オイクメニオス　1ﾃﾓﾃ5,21への注解（PG119.184）．
　＜先入観なしに＞．たとえば，ある事柄につまずいた者を，裁きや，不従順
に対する懲らしめによって貶めることなく，の意である．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このように記している．
20】オイクメニオス　1ﾃﾓﾃ6,13への注解（PG119.192）．
　＜ポンティオス・ピラトゥスの前で証しを立てた方の＞．なぜならイエス
は，自らが行った業を通じて，自分が神の子・キリストであるということを証
ししたからである．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このように記している．
21】オイクメニオス　2ﾃﾓﾃ2,2への注解（PG119.209）．
　＜多くの証人たちを通じて＞，すなわち律法と預言者たちを通じて．なぜな
ら使徒は彼らを，自らの宣教の証人としたからである．
　クレメンスは『ヒュポテュポセイス』の第７巻で，このように記している．
所収巻不明断片
22】エウセビオス『教会史』6.14.2－4．
　（クレメンスは『ヒュポテュポセイス』において）『ヘブライ人たちへの書簡』
はパウロの著作であり，ヘブライ人たちのためにヘブライ語で記されたが，ル
カがこれを尊んで，ギリシア人たちのために翻訳して示したのであり，それゆ
えにこの書簡と『使徒行録』との解釈に関して，同一の彩りが見出されるの
だ，と述べている．この書簡には，題辞に「使徒パウロの」とではなく，「ヘ
ブライ人たちに宛てた」と記されているが，これは相応しいことである．なぜ
なら，クレメンスが言うには，「彼は自分に偏見を持ち疑っているヘブライ人
に書簡を記す際，全く賢明にも，冒頭に自らの名を記して彼らの反感を買うよ
うなことはしなかったのである」．続いて彼は次のように付記している．「そこ
で，神に祝福された長老がよく言っていたように，主は全能の神の使徒であっ
たのでヘブライ人の許に遣わされ，パウロは，自分が異邦人の許に遣わされた
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ために，謙遜して，自分のことをヘブライ人の使徒とは記さなかったのであ
る．それは，彼が主に敬意を払ったからであり，また彼が異邦人の伝道者にし
て使徒であったために，あふれるばかりの熱意からヘブライ人たちにも記した
ためである」．
23】フォティオス『図書総覧』109．
　『ヒュポテュポセイス』は，いにしえのまた同時代の文書に見られるいくつ
かの言説について扱っていて，クレメンスはそれらに関する釈義そして解釈を
かいつまんで行っている．それらのあるものにおいて，クレメンスは正当なこ
とを述べているように思われるが，あるものにおいてはまったく不敬で荒唐無
稽な説を展開しているように思われる．というのも彼は，質料を非時間的なも
のとし，イデアを何かの言説から導入されたものとする見解を抱いており，さ
らに子を被造物に貶めているからである．さらに彼は，霊魂輪廻の説に賛嘆
し，アダム以前の幾多の世を驚くべきものとしている．さらに，エヴァをアダ
ムから，教会の言説が意図しているようにではなく，恥ずべき仕方で無神論的
に現出させている．また，天使たちが女性と交わり，彼女たちから子供をもう
けたと夢見語りをしている．また御言葉が肉を摂ったのではなく，それは単に
見せかけに過ぎないと述べている．また父に関する言説を二つの驚異譚として
反駁している．すなわち，そのうちのより弱体であるほうが人間界に顕現し，
父自らが顕現したのではないとする．というのも彼はこう述べる．「子は御言
葉と呼ばれ，それは父の御言葉ということと同義であるが，肉となった方では
ない．また父の御言葉ですらなく，むしろ神のある種の力なのであって，い
わば父の御言葉の流出が理性となって，人間たちの心をめぐっているのであ
る」．そして彼はこのような説をすべて，聖書の何らかの言説から構築しよう
として試みているのである．さらに彼はこれ以外の幾多の無意味な事どもを記
し，貶めて述べている．もっともこれが，クレメンス自身によるものか，ある
いは彼の顔を装った別の誰かによるものかは明らかでないが．
アレクサンドリアのクレメンスによる公同書簡への注記
（『アドウンブラティオネス』）
24】　　　　　　　 １．『ペトロ第１書簡』への注記
　＜神にして，われわれの主であるイエス・キリストの父はほめ讃えられてあ
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れ．この方は大いなる憐れみによってわれわれを再生させた＞（1ﾍﾟﾄﾛ1,3）．
つまり，もしわれわれを「神」が質料から創造しつつも，その後，生の進捗に
従い「復活によってわれわれの主となったイエス・キリストの父である方が再
生させた」のであれば，われわれの信仰に従って，神がわれわれのうちに復活
する．これは言わば，われわれの不信仰が嵩じれば，逆にわれわれのうちで神
が死ぬのと同様である．けれども，この生における霊魂が，肉体のうちに再
び，二度まで再来するというのは，相応しいことではないし，霊魂は天使的と
なっているのであるから，正しいことでもない．一方，肉をまとうことによっ
て罪を犯す機会を再び受け取ることがないように，復活の際，この生における
霊魂と天使的な霊魂の双方が，肉体のうちに来たるというのは，悪しきことで
もない．というのもこれらは互いに，それぞれ固有の種に従い，相互につなが
りあっているためである．それはちょうど，地引網か石造建築物のように，互
いの組成に従って，一種の調和を成しながら，自らをつなぎ合わせているので
ある．ペトロは述べる．＜あなたがたは，さながら生ける石のごとくに，霊的
な家として建てられた＞（1,4）．すなわち＜天にあって護られている＞（1,5）
のであるが，これは天使の座としての場所を意味している．彼は言う．＜あな
た方は，神の力のうちに，信仰によって＞，また思索によって，＜護られてい
るが，そのあなた方のうちに＞，あなた方は＜信仰の目的を，諸霊魂の救いで
あると認識するであろう＞（1,9）．ここから明白なことには，本性的に不腐敗
的な霊魂というものは存在せず，むしろ神の恩寵によって，そして信仰・正
義・知解を通じて，不腐敗的なものへと完成されるのである．彼は言う．＜こ
の救いについて，預言者たちは問い＞，そしてそれに続くそれ以外の事柄を
＜探究した＞（1,10）．これらの事どもを通じて，預言者たちが智慧をもって
語ったのであるということが明らかにされている．そして＜彼らのうちにはキ
リストの霊が＞（1,11），キリストの支配とキリストへの彼らの従順によって
＜存在した＞．というのも大天使たちを通じて，また「キリストの霊」と呼ば
れているそれに続く天使たちを通じて，主は働きを為すからである．彼は言う．
＜さていま，あなた方には，あなた方に福音を告げた人々を通じてこれらの事
どもが告げ知らされた＞（1,12）．彼は述べる，預言者たちを通じて行われ，
大部分の人々には隠されていた古い事柄は，いまあなた方に，福音記者たちを
通じて啓示された．というのも，彼は述べる．あなた方には＜遣わされた聖霊
によって＞明らかにされたからである．この聖霊とは慰め主であり，この方に
ついて主は述べている．＜わたしが去って行かなければ，この方は来ない＞（ﾖ
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ﾊﾈ16,7）．＜この方に対しては＞，ペトロは言う，＜天使たちも見て確かめた
いと願っている＞（1,12）．これは，大方の人々が考えているように，背教し
た天使たちではなく，真理であり神的なものを，神の完徳による眺望として獲
得したいと望んでいる天使たちなのである．ペトロは言う．＜汚れも穢れもな
い小羊の尊い血で＞．ここで彼は，レビ人の祭司的な古代の祝福に言及してい
る．しかしながら，その意味するところは，神に奉献された正義により浄らか
な霊魂のことである．ペトロは言う．＜この小羊は，世界が創造されるよりも
以前から知られていた＞（1,20）．すなわちその意味は，キリストである方は，
すべての被造物に先立ってまず知られていた，ということである．＜だが最も
新しい姿で＞，すなわち生まれた体を通じて，＜明らかにされた＞．＜あなた
方は腐敗する種から再生したのではない＞（1,23）．したがって，霊魂は腐敗
しうるものであり，それはある人々が考えるように，身体とともに注ぎ出され
るものである．＜しかし主の言葉は＞，彼は述べる．＜永遠に留まる＞．ちょ
うど，神的な教えと同じく預言的なものとして．
　＜けれどもあなた方は選ばれた種族であり，それは王的で祭司的な種族であ
る＞（2,9）．実に，われわれは神の選びによって「選ばれた種族」なのであり，
これはいとも明らかである．しかるに彼が「王的」と呼ぶのは，われわれが王
国に向けて招かれているためであり，われわれがキリストのものだからであ
る．そして「祭司的な」とは，神に献げられた諸々の霊魂が獲得する祈りと教
義を通じて，行われる奉献によって，の意である．ペトロは言う．＜彼は，悪
口を浴びせられても悪口を返すことがなく，苦しめられようとも人を脅すこと
がなかった＞（2,23）．これは主のことであり，それはまったく，彼の善性と
忍耐によることである．＜むしろ彼は＞，彼は言う．＜自らを，不正な仕方で
裁く者に委ねた＞．あるいは彼自らを，である（転置法が施されているとすれ
ば，次のような意味になるであろう．「しかし彼は，自分自身を，不正なる法
にしたがって裁く者たちに委ねた．なぜなら，彼らには義なる方が存在するに
もかかわらず，その方は「無用」だからである」），ないし神に，不正にさばく
者たちを，すなわち，まったく無力にも彼を弾劾し，意味なく彼の殺戮を強要
する人々のことを，彼らが裁きを受けてから教えを得るようにと．
　ペトロは言う．＜というのも，生命を愛し，善き日々を見ることを欲する人
は＞（3,10），すなわち，永遠にして不腐敗的となることを欲する者は．実に，
彼は言う．「生命」とは主のことであり「善き日々」とは永遠の喜びのことで
ある．＜なぜなら＞，彼は述べる．＜主の眼は正しき人々の上に注がれ，主の
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耳は彼らの祈りに傾けられる＞（3,12）．これは聖霊の多様な観想性を表した
ものである．＜だが主の顔は，悪を行う者どもの上に向けられる＞．すなわち
ここで向けられるものとは，裁きないし報復ないし顕現である．彼は言う．
＜実に，主であるキリストを，あなた方は自らの心のうちに，聖なるものと
して有すべきである＞．「主の祈り」においても同様のことが語られている．
＜あなたの名が聖とされんことを＞（ﾏﾀｲ6,9）と述べられるからである．ペト
ロは言う．＜なぜならキリストは，われわれの罪のためにただ一度死んだから
である．正しき者が不正なる者たちのために．これはわれわれを，神に奉献す
るためであり，肉において死に定められつつ，霊において生きるためである＞
（3,18）．これらの事どもを，ペトロは彼らの信仰へと向けなおしつつ述べる．
つまり，主はわれわれの霊のうちに生きている．ペトロは言う．＜主は到来
し，かつては不信心者であった人々のために述べ伝えた＞（3,19以下）．すな
わち，彼らは主の姿を目にしたことはなかったが，声の響きは耳にした．ペト
ロは述べる．＜神の寛容さが辛抱していたとき＞（3,20）．これほどにまで神
は善性に満ちた方であり，博識を通じてすら，救いの結果を働きとして生み出
すのである．彼は言う．＜イエス・キリストの復活を通じて＞（3,21）．すな
わちこれは，信仰を通じてわれわれのうちに働く事柄のことを言っているので
ある．ペトロは言う．＜自らに従属する天使たちを通じて＞（3,22）．彼らは，
完徳の第一の順序にある人々のことである．さらには「諸力」も従属する．こ
れらは，順序において第二の人々を意味する．さらに「諸徳」も従属する．こ
れは，順序において第三に属す人々が明らかにされているものである．
　ペトロは述べる．＜彼らは，生ける者たちと死せる者たちとを裁く準備ので
きている方に，申し開きをせねばならない＞（4,5）．これらの人々は，先立っ
て行われた裁きにしたがって教導を受ける．この理由から，次のように付記さ
れる．＜なぜならこのことの故に，死すべき者たちにも福音が告げられたので
ある＞（4,6）．「死すべき者たち」とはすなわちわれわれのことである．われ
われはかつて，不信心なものとして存在していた．＜彼らは，肉のうちにある
人に従って裁かれるが，それは霊のうちに神に従って生きるためである＞．す
なわち信仰から離れ去ってしまった者たちは，なおしばらく肉のうちにある間
に，先立つ裁きにしたがって裁かれるが，それは彼らが回心するためである．
それゆえ，ペトロは付言してこう述べる．＜霊のうちに神に従って生きるた
めである＞（4,6）．パウロも同様の見解である．なぜなら彼は，およそ次のよ
うなことを述べるからである．彼は言う．＜わたしはこのような者を，霊のう
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ちに生きるために，サタンに引き渡した＞（1ｺﾘﾝﾄ5,5；1ﾃﾓﾃ1,20）．（ペトロは
述べる，）＜神の恩寵の善き管理者として，多様な形において＞（4,10）．パウ
ロも同様の趣旨を述べている．＜神はかつて，多様な形また仕方において，わ
れわれの祖先に語りかけた＞．ペトロは述べる．＜キリストの苦しみを，喜び
をもって分かち合え＞（4,13）．即ち，もしあなた方が義なる者たちであるの
ならば，ちょうどキリストが義のために苦難を被ったのと同じように，あなた
方も義のゆえに，苦しみを耐え忍ぶのである．ペトロは述べる．＜あなた方は
幸いである．なぜなら彼の栄光，栄誉，そして神の徳が，また神の霊である方
が，あなたの上に安らっているからである＞（4,14）．ここで「彼の」と訳し
たのは所有形容詞であり，天使的霊をも表している．すなわち彼らは神の栄光
なのであって，彼らを通じ，その信仰と正義にしたがい，信仰深き担い手たち
の完徳に沿って，誉れある栄光に向け，キリストは栄光を受けるのである．ま
た次のようにも理解され得る．「神の霊はわれわれの上にある」．すなわち，信
仰を通じて，霊魂に，いわば何か知性の美，精神の美しさとして，神の霊が留
まっている．＜なぜなら＞，彼は言う．＜今こそ，神の家からの裁きが始まる
べき時だからである＞（4,17）．なぜならこれらの者たちには，定められた迫
害のうちに，裁きが続くだろうからである．
　＜しかしながら＞，ペトロは述べる．＜神はあらゆる恩寵の源泉である＞
（5,10）．彼が「あらゆる恩寵の源泉」と言っているのは，神自らが善き方で
あり，あらゆる善の与え主だからである．ペトロの教え子であるマルコは
（5,13），ペトロがローマにおいて，福音をカイサリアの騎士たちの前で公に述
べ，キリストの証しを多く明らかにした際，彼らから，語られた事柄を記憶に
とどめることができるようにと依頼されたため，ペトロによって語られた事柄
の中から，彼が福音として書き記したものが『マルコによる福音書』と呼ばれ
ているものである．それはちょうど，ルカが，その文体の特徴ゆえに『使徒行
録』の著者であり，またパウロが『ヘブライの信徒たちへの書簡』の著者であ
ると認識されるのと同じ次第である．
２．『ユダ書簡』への注記
　公同書簡を記したユダは，ヨセフの息子たちの兄弟であり，極めて信心深い
人であった．主との親族関係を知っていたにもかかわらず，自分が主の兄弟で
あることは公言せず，むしろ何と言ったであろうか？　＜イエス・キリスト
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の＞，すなわち主の＜しもべにして＞，＜ヤコブの兄弟であるユダ＞（ﾕﾀﾞ1）．
というのもこれは真実であり，彼ユダは，ヨセフの子であるヤコブの兄弟なの
である．ユダは述べる．＜ある人々が紛れて入り込んで来た＞（4）．＜それ
は不敬な者どもであり，彼らはかねてより，われわれの神の裁きのうちに書き
記されていた＞，すなわち予め定められていた．すなわちこれは，不敬になる
ように定められていたのではなく，むしろすでに不敬な者どもとして存在し，
裁きのうちに書き記されていたのである．彼は述べる．＜主なる神は，ひとた
び民をエジプトの地から解放し，ついには信じなかった者たちを滅ぼした＞
（5）．これはすなわち，懲罰をもって彼らを教育するためである．実際に，今
この現在，彼らは罰せられていて，救われる人々のために滅びゆくであろう，
主に向けて回心しない限りは．ユダは述べる．＜しかるに，固有の権能を守ら
ず＞（6），すなわち完徳を通じて受け取ったものを守らず，＜自らの住まいを
放棄してしまった天使たちは＞（彼はここで「自らの住まい」という表現でもっ
て，天と星々とを表している），背教者となりまたそう呼ばれるため，彼は述
べる，＜大いなる日の裁きに向けて，永遠の鎖によって闇のうちに閉じ込めら
れる＞．ここで意味されているのは，大地に隣接する場所で，闇に満ちた大気
のことである．しかるに彼が「鎖」と述べているのは，彼らがそのうちにあっ
た誉れを喪失し，最低の事物を貪欲に欲するという状態である．実に，彼らは
自らの貪欲に縛り付けられ，回心することができないのである．ユダは述べ
る．＜ちょうどソドムやゴモラのごとくに＞（7）．この表現で表されているの
は，主はもっと寛容であり，教えを受けた者たちは悔いたということである．
彼は述べる．＜同様に，眠りこけている者たちは＞（8），すなわち，自らの妄
想のために夢想していて，情欲や堕落した強欲こそ善きものであると考え，真
に善であるもの・あらゆる善きものを超えるものを善きものだとは考えない者
たちは，＜肉をけがし，主の支配をはねつける＞．すなわち唯一なる主，真に
われわれの主であるイエス・キリストにして唯一讃えられるべき方を，軽蔑す
る．彼は述べる．＜彼らは御稜威を軽侮する＞（9）．すなわちこれは，天使を
侮るということである．＜大天使ミカエルが悪魔と議論したとき，モーセの亡
骸について口論になった＞（9）．ここでユダは，モーセの昇天を確証してい
る．しかしここでは，ミカエルのことに言及がなされている．この大天使は，
われわれに近しい天使を通じて悪魔と口論したのである．ユダは述べる．＜彼
らは何であれ，自分の知らない事柄を誹謗する一方，いわば言葉も知らぬ動物
ですら本性的に知っているような事柄の中で腐敗しているのだ＞（10）．彼が
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ここで意味しているのは，彼らが共に宴を開き，痛飲し，みだらな行いに耽っ
ていて，さらには理性を欠く動物どもと共通するような他の事柄をも行ってい
る，ということである．彼は述べる．＜彼らに災いあれ．彼らはカインの道を
辿っている＞（11）．われわれも同じように，罪に似たことを行うなら，アダ
ムの罪の下に身を横たえるであろう．彼は言う．＜水を欠いた雲＞（12）．す
なわちこれは，自らのうちに神的で実り多き言葉を有していない人々という意
味である．それゆえ彼は述べる．＜彼らは風に＞，すなわち，この種の人々は
激しい風に＜翻弄されている＞．さらに続けて彼は言う．＜秋になっても実り
をもたらさない木々＞．すなわちこれは，不信仰なる者，信仰の実りをまった
くつけない人々という意味である．彼は言う．＜この木々は二度死ぬ＞．つま
り一度目は，掟から離れるときに罪を犯している．しかるに二度目は，拷問の
罰に処せられる際に，あらかじめ定められている神の裁きに従って死ぬ，との
意味である．実に，死とは排斥されるべきものであるが，それはたとえ人が嗣
業を永続的に受け継ぐことがない場合であってもそうである．彼は続ける．
＜それは荒れた海の波＞（13）．彼はこの表現でもって，穏やかな生命を言い
表しているのであるが，それは唾棄すべき野心の終わりを意味する．＜動き回
る星々＞．すなわちこれは，過てる人々，背教者たちを意味している．天使た
ちの座から堕ちてしまった人々，彼らはこの種の星に由来する者どもである．
彼らには，その背教のゆえに「闇の覆いが永遠にかぶさっている」．＜しかし
ながらこの人々について＞，彼は語る．＜アダムから数えて７代目のエノクが
預言した＞ （14）．この表現によって，著者は預言者に賛同している．著者は
言う．＜彼らは，群れから逸れた者どもである＞（19）．すなわちこれは，信
徒でありながら信徒たちから離れ，自身の不信心のゆえに排斥され，再度聖な
るものを，肉的なるものから識別するに至った人々である．ユダは述べる．
＜霊を持たぬ動物たち＞．これは，義の行使に際し，信仰を通じて優る霊を指
す．著者は述べる．＜しかるにお前たち，いとも愛しき者たちよ，あなた方自
身を，聖霊のうちに，いとも聖なるあなた方の信仰により，さらに上位の者と
して打ち立てるがよい＞（20）．さらに続けて語られる．＜だがあなた方は，
彼らを火の中から救い出して助けてやるがよい．他の人々については，恐れつ
つ憐れむがよい＞．すなわち，火の中に墜ちてしまった人々に対して，あなた
方は教えを垂れ，彼らが自らを救うということを教えてやるがよい，との意で
ある．ユダは述べる．＜肉的なるものを，シミの付いた衣の如くに憎むがよ
い＞．すなわちこれは，霊魂の衣にはシミが着いてしまい，霊は，肉的な欲情
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によって汚されてしまった，との意である．ユダは述べる．＜しかしながら，
あなた方を罪に陥らないように守り，また，喜びのうちに染みなきまま，主の
栄光の御前に立てるようにすることのできる方，その方に＞（24）．「主の栄
光の御前に」とは，天使たちの面前に，との意であり，「染みなき姿に定めら
れるべく」とは，天使となって，の意である．ダニエルは，民について＜主の
御前に至る＞と述べる際，民が神を目にするからこう述べているのではない．
なぜなら，清い心の持ち主でなければ神を見ることは不可能であるから．むし
ろダニエルがこう述べているのは，何であれ民が行っている事柄は，すべて神
の御前にあり，神には明らかとなる，という意味なのである．すなわち，何事
であれ，主から隠されている事柄は何もない．実に『マルコによる福音書』に
おいて，主は祭司長によって，あなたは＜祝された神の御子，キリストである
か＞と尋問され，次のように答えて述べた．＜わたしだ．あなた方は，人の子
が，力の右の座に座すのを見ることであろう＞．しかるに＜力＞とは，聖なる
天使たちのことを意味している．というのも主が＜神の右の座＞について語る
とき，まさしく彼らのことを意味している．それは天使たち，および聖なる諸
徳の公正性および類似性のゆえである．これらは神の名において，一度に名づ
けられるものではない．従って＜右の座に座す＞ことを述べるとき，彼の意味
するところは，「卓越した誉れのうちにあり，そこに安らうこと」なのである．
しかしながら他の福音書にあって，主は祭司長たちの長に「お前は神の子か」
と尋問されて，抗弁はしなかった．では彼は何と答えたであろうか．＜それは
あなた方の言うことだ＞．実に的確な回答である．というのももし主が＜あな
た方が理解する通りだ＞と答えたとすれば，それは彼が虚偽を発言しているこ
とになる．つまり，もし彼らが彼についてこのように考えていなかったとすれ
ば，主は自らを神の御子として信用していなかった，ということになるからで
ある．しかし主は＜それはあなた方の言うことだ＞と述べ，これは真理であ
る．なぜなら民は，このことを知らなかったのに，言葉でもって述べた．つま
り主が御言葉であるということを告白したわけである．
３．『ヨハネ第１書簡』への注記
　＜初めから存在したもの，われわれが耳にしたもの，われわれが自分の目で
目にしたもの＞（1,1）．『ヨハネによる福音書』に続き，この書簡もまた，相
応しくも霊的な冒頭を含んでいる．したがってヨハネが「初めから」と述べて
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いるものを，このような方法で司祭が説明しているのであり，それは，誕生の
初めが創造の初めと別個のものではないからである．というのも「初めから存
在していたもの」と述べる際，ヨハネは父とともに同時に存在する子の，初め
なき誕生に言及しているのである．したがって「存在していた」のは，永遠性
を意味する言葉であり，ちょうど御言葉そのもの（すなわち御子）と同様に，
その永遠性とは初めを有さないものである．そしてこれは，実体の等質性にし
たがって父と一なるものを形成しており，永遠かつ創られざるものである．常
に御言葉であるもの，それが＜初めに御言葉が存在した＞（ﾖﾊﾈ1,1）という際
に意味されている．しかしながら，ヨハネが＜われわれが自分の目で見たも
の＞と述べているのは，肉のうちなる主の現存のことを意味するものである．
彼は述べる．＜われわれの両の手は，生命の言葉に触れた＞．彼の肉ばかりで
なく，この同じ御子の諸々の徳もここで意味されている．ちょうど太陽の光線
が，この最も低い場所にまで到達するのと同様に，肉のうちに光線としてやっ
て来る者は，弟子たちに，手で触れられ得るものとなったのである．したがっ
て次のことが伝承として伝えられた．すなわちヨハネは，存在した主の身体そ
のものに外側から触れ，その深部にまで自らの手を伸ばしたものの，主の肉の
固さはいかにしても減ずることなく，むしろその場所を主は弟子の手に提供し
たのだ，と．それゆえヨハネは次のようにも付記している．＜そしてわれわれ
の両の手は，生命の言葉に触れた＞．つまり，肉のうちに到来した方は，触れ
られるものとなったのである．＜明らかになった生命＞（1,2）というのも同
義である．というのも，福音書にも彼はこう記しているからである．＜彼のう
ちに成ったもの，それが生命であり，この生命は人間たちの光であった＞（ﾖ
ﾊﾈ1,3以下）．彼は述べる．＜われわれはあなた方に，永遠の生命を告げ知らせ
る．これは父の御許にあり，われわれの前に明らかになったものである＞．彼
は「父」という呼び名でもって，子もまた永遠にして初めなき存在であること
を意味している．ヨハネは述べる．＜なぜなら神は光であるから＞（1,5）．彼
は神的な本質を明らかにしているのではなく，むしろ彼は神の威厳を明らかに
したいと望んでいるのであって，その威厳とは，人々の前にあってより偉大か
つより超越的であり，固有の仕方で神性に適合している．パウロもまた同様
に，神のことを＜近づきがたき光＞と呼んでいる（1ﾃﾓﾃ6,16）．しかしヨハネ
自身が，同じこの書簡の中で＜神は愛である＞と述べている（1ﾖﾊﾈ4,16）．こ
こで表されているのは，神の持つ諸々の力である．なぜなら神は寛容にして憐
れみ深く，光である．かくして神は光であり，その実体の論拠に従い，過ち得
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ない．ヨハネは述べる．＜そして神のうちには，いかなる闇も存在しない＞
（1,5）．すなわち，神のうちには怒りも，情動も，誰かをめぐっての悪しき企
みも存在せず，何物をも失うことなく，むしろ神は万人に救いを分かち与える
方なのである．つまり「光」とは，律法の掟，あるいは信仰ないし教義を意味
する一方，「闇」とは，それらの反対物を意味する．いわば二つの相異なる道
があるわけではなく，神的な教えに基づく唯一の道があるだけなのである．と
いうのも「一」というのは神の業であるが，「二」あるいは何であれ「一」を
超えて成立するものは，生命の倒錯に関わるからである．彼は述べる．＜そし
て神の御子の血はわれわれを浄める＞（1,7）．つまり，極めて強力な主の教義
が，主の血と呼ばれているのである．＜だがもし，われわれが罪を犯していな
いと述べるとすれば，われわれは彼を偽り者とすることになり，彼の言葉はわ
れわれの内には存在しない＞（1,10）．すなわち，もしわれわれが嘘をつくな
ら，主の教義はわれわれのうちに存在しない．なぜなら御言葉は真理なのであ
るから．
　ヨハネは述べる．＜たとえ誰かが罪を犯しても，われわれは父の前に，慰め
主であるイエス・キリストを有している＞（2,1）．つまり主が，われわれのた
めの父の面前での慰め主であるのと同じように，主の昇天後に遣わされるに値
するものとなった方もまた，慰め主なのである．これらは最初期の，そして最
初に創造された力であり，不動であり，実体として存在し，配下の天使たち・
大天使たちとともに，彼らとともに等しく呼び求められて，様々な働きを為
す．モーセもまた，天使ミカエルの力を，自らに近しくまた最下級の天使と呼
んでいる（※ﾕﾀﾞ9への注を参照）．われわれは，このような記述を他の預言者
たちにおいても見出す．だがモーセには，近しく隣人たる天使として顕現し
た．モーセは彼の声を聞き届け，彼と，顔と顔とを合わせて公然と語らいあっ
たのである．しかるに他の預言者たちにあっては，天使たちの働きに従ってあ
る種の動きが生じている．それは聞ける者たち・見ている者たちの動きであ
る．それゆえ彼らだけが耳にし，また彼らだけが認知している．それは例え
ば，サムエルに天使が顕現した場合である（ｻﾑｴﾙ3,4－10）．またエリシャはた
だ独り，自らが呼ばれたときの声を聞き届けた（列王下7,1）．だがもし声が明
らかであり共通に聞こえるのであれば，そこにいる者たちすべてに聞こえたは
ずである．しかるにこの場合，その声は，天使によって為された動きが働きか
ける人ただ独りにより，その内面で聞き届けられている．ヨハネは言う．＜主
はただわれわれの罪のための贖罪者であるばかりでなく＞，つまり信徒たち
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にとっての贖罪者であるだけでなく，＜全世界のための贖罪者なのである＞
（2,2）．実に，この方は万人を等しく救う．だがある者たちに対しては，懲罰
を通じて回心させ，ある者たちに対しては，自発的なる従順な意志を通じ，誉
れある威厳をもって救う．それは＜天にあるもの，地にあるもの，地下にある
もの，すべてが膝を主に対してかがめるためである＞（ﾌｨﾘﾋﾟ2,10）．すなわち
天使たち，人間たち，そして主の到来の以前に，束の間のこの生命から移った
者たちが，の意味である．＜そしてわれわれは，もし神の掟を守るなら，その
ことにおいて，神を知っているということを知る＞（2,3）．というのも覚知者
は，徹底して，適わしき業を実行するからである．しかるに業を為す者が，か
ならず覚知者であるとは限らない．というのも彼は，正しき行為の覚知者では
ありうるが，知覚しうる聖なる徴（sacramenta）の執行者ではありえないから
である．したがって実際，何らかの業が，懲罰への恐れから為される一方，あ
る業が，報酬への期待から行われるということを彼は知っていて，愛を通じ業
を完成させる知的な人間の完徳を教えているのである．続いて彼はこう付言し
て述べる．＜神の言葉を守る者，その人のうちに神の愛が完成される．なぜな
らこのことにおいて，われわれが神のうちに存在するということを知るからで
ある＞（2,5）．これは信仰と愛とによる．＜わたしがあなた方に書き送るのは，
新しい掟ではない．むしろ古い掟であり，それをあなた方は初めから手にして
いる＞（2,7）．すなわちこれは，律法と預言者たちによって伝えられたもの，
という意味である．そこではこう語られている．＜神は一である＞（申命6,4）．
それゆえ彼がこう述べるのは，＜この古い掟とは，あなた方が耳にしているも
のだからである＞．繰り返して彼はこう述べる．＜この掟とは，闇＞すなわち
倒錯の闇が，＜通り過ぎてしまったものであり＞，＜見よ，真なる光がすでに
輝いている＞（2,8）．すなわちこれは，信仰・知解・証言・準備された裁きに
従って，人々のうちに働くものである．ヨハネは述べる．＜自分は光の中にい
る，と言いながら＞（2,9）．ここで彼が「光の中」と言っているのは「真理の
中」という意味である．＜兄弟を憎む者は＞，すなわち「兄弟」と彼が言って
いるのは，隣人のみならず，主をも指してのことである．というのも不信仰な
者たちは主を憎み，主の掟を守らないからである．それ故彼はさらにこう付言
する．＜自分の兄弟を愛する者は，光の中に留まり，彼のうちに躓きは何一つ
として存在しない＞（2,10）．ここから進捗とは，なお肉のうちに置かれた諸
霊魂の前進をも意味するものである．そしてヨハネは，＜主の名によって罪を
赦された者たち＞を，＜子たち＞と呼んでいる（2,12）．なぜなら，多くの者
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たちは，ただ名のみによって信じているからである．一方完徳に達した者たち
を，ヨハネは＜父たち＞と呼ぶ（2,13）．これは＜初めからあったものについ
て知解し＞，知的に把握している者たちのことである．それは御子についてで
あり，この方についてヨハネは先に＜初めからあったもの＞と述べていた．彼
は述べる．＜若者たちよ，わたしがあなた方に書き記すのは，あなた方が悪に
打ち勝ったからである＞（2,13）．＜力強き若者ら＞とは，快楽を軽蔑する者
たちであり，＜悪＞とは，悪魔の卓越性を意味するものである．しかるに＜子
らは，父を知る＞（2,14）．なぜなら彼らは偶像から逃れ，一なる神の許に招
かれる者たちであるから．ヨハネは述べる．＜なぜなら世は，悪のうちにあ
る＞．いったい＜世＞そして＜世にあるものすべて＞とは，神の被造物を言う
ものであって，＜これらははなはだ良かった＞（創世1,31）のではなかったか？
　だが＜肉と目の欲，世の野心＞（2,16）は，生命の倒錯から生ずるものであっ
て，＜父からではなく，世から＞，そしてわれわれから出るものである．＜そ
れゆえ，世と世の欲は，過ぎ去りゆく．だが神の意向＞および神の掟を＜行う
者は，永遠に留まる＞（2,17）．彼は述べる．＜それらはわれわれから去って行っ
たものであり，われわれから出たものではない＞．つまり，背教した天使たち
も，堕ちた人間どもも，われわれから出たものではなく，＜むしろこれは，そ
れらがわれわれから出たものではないということが明らかにされるためであ
る＞（2,19）．彼は，選ばれた者たちと堕落した者どもの種類を，十分明瞭に
識別している．そして実に＜信仰のうちに留まる者は＞，＜聖なる者から塗油
を受ける＞（2,20）．この塗油とは，信仰に従って為されるものである．しか
しながら，信仰に留まることをしない者は，＜嘘つき＞であり，＜反キリスト
であって＞，その者は＜イエスはキリストではない＞と言う．なぜならイエス
とは救い主であり解放者であって，キリストは王だからである．＜子を＞無視
することによって＜否定する者は＞，＜父を有しないし＞，父を知ることもな
い．しかしながら，子を知れる者は，その智によって，父をも知っている．主
である方が＜第二の到来において顕現するとき，彼は確信を有し，まったく心
を乱す恐れはない＞（2,28）．この乱れとは，大いなる刑罰なのである．彼は
言う．＜正義を為す者はすべて，神から生まれる＞（2,29）．すなわちわれわ
れは，信仰に従って再生を果たすのである．
　＜世がわれわれを知らないのは，世が父を知らなかったためである＞
（3,1）．ここで彼が「世」と呼んでいるのは，奢侈のうちに世俗的な仕方で生
ける人々のことである．ヨハネは述べる．＜愛する者たちよ，いまわれわれは
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神の子らである＞（3,2）．これは本性的な愛情によるものではなく，われわれ
が神を父として有する故のものである．実に，愛というものはより偉大であ
る．すなわち，われわれは神に対し，いかなる血縁性も有していないにもかか
わらず，神はわれわれを愛し，自分の子らと呼ぶのである．＜われわれが将
来，どのような姿になるのかは，いまだ明らかになっていない＞．すなわち，
われわれがいかなる栄光へと到達するかは，明らかでない，という意である．
＜もし御子が現れたならば＞，すなわち，もしわれわれが完徳を修めたものと
なったならば，＜御子と似た者となるであろう＞．それは言わば，穏和に安ら
い，義化されて，徳のうちに浄らかなあり方である．かくして御子の御顔＜そ
のもの＞を，そのありのままの姿でわれわれは見るであろう．知解しうる姿
で．＜しかし，不義を行う者は，悪魔から来たる＞（3,8）．すなわちその人は，
悪魔の一部なのであり，その人が付き随い選び取るものと同じなのである．ヨ
ハネは述べる．＜悪魔は初めから罪を犯している＞（3,8）．すなわち「初めか
ら」とは，罪を犯し始めた最初から，罪のうちに，改心することなく留まって
いる，の意である．彼は述べる．＜神から生まれた者は誰も，決して罪を犯す
ことはない．なぜなら神の種子が，その人のうちに留まっているからである＞
（3,9）．すなわち神の御言葉が，信仰に従って再生を遂げた人のうちに，の意
である．われわれはこのように＜神の子ら＞を理解しているのであるが，同様
に＜悪魔の子ら＞（3,10）とは，悪魔に似たものを愛する者たちのことである．
同じ仕方で＜悪から＞生まれた人々，という言い方がなされている（3,12）．
＜自らの兄弟を憎む者は皆，人殺しである＞（3,15）．すなわちこの人にあっ
ては，不信心のゆえにキリストが死んでしまうからである．かくして，彼が次
のように付言して述べているのは的確である．＜すべての人殺し＞すなわち不
信心なる者は，＜彼自身のうちに，永遠の生命を留まったあり方で有してはい
ない，ということを，あなた方は知っている＞．実に，信深き心の中には，生
けるキリストが留まっている．というのも＜キリストは自ら，われわれのため
に＞，すなわち信ずる人々のために，＜自らの霊魂・命を捧げた＞（3,16）．
かくしてもしキリストが，自らの命を使徒たちのために捧げたのであれば，彼
はこの人々自身を自らの使徒たちと呼んでいるのであり，それは次の箇所から
理解される．＜われわれは＞，すなわち使徒たちは，とわたくしは理解する
が，キリストが自らの命を捧げて下さった者たちなのだから，＜兄弟たちのた
めに自らの命を捧げなければならない＞，すなわち，隣人たちの救いは，使徒
たちの栄光なのである．ヨハネは述べる．＜なぜなら神は，われわれの心より
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も偉大なる方なのだから＞（3,20）．すなわち，徳としての神をめぐる認識は，
それが相従えるもののゆえに霊魂に相従うものである．そこで彼はこう述べ
る．＜神はすべてを認識する＞（3,21）．＜愛する者たちよ，もしわれわれの
心がわれわれを詰問することがなければ，われわれは神の許にいると確信でき
る＞．＜このことにおいて，われわれは神がわれわれのうちに留まっていると
いうことを知る．それは主が，われわれに与えて下さった霊による＞（3,24）．
すなわちこれは，将来の事どもに対する眺望，および先慮に従ってである．
　ヨハネは述べる．＜愛は完全で，恐れを乗り除く＞（4,18）．なぜなら，信
仰篤き人の完全性とは愛だからである．
　また彼は述べる．＜この方は，水と血を通って来た方である＞（5,6）．そし
て再度＜証しするものは三者，まず霊＞，すなわち生命，＜次に水＞，すなわ
ち再生と信仰，＜そして血＞，すなわち覚知であり，＜これら三者は一なるも
のである＞（5,7）．実に，救い主のうちにあって，これらは救いをもたらす徳
であり，生命そのものが，父の御子その方のうちに現存しているのである．
＜われわれが神に対して有している確信とはこれである．すなわち，もしわれ
われが何かを，神の意向に従って願うならば，神はわれわれの願いを聞き届け
て下さるということである＞（5,14）．彼は，われわれが願うことを，と絶対
的な形で述べているわけではなく，願うべき事柄を願うならば，と言っている
のである．＜全世界は悪のうちに定められている＞（5,19）．これは被造物の
ことをではなく，世俗的な人々，好色に従って生きている人々のことを意味し
ている．＜そして神の御子が到来し，われわれに知性を授けた＞（5,20）．す
なわち，われわれのうちに到来する信仰に従って，の意であり，この方とは聖
霊とも呼ばれる存在である．
４．『ヨハネ第２書簡』への注記
　『ヨハネによる第２の書簡』は，おとめたちのために記されたものであり，
極めて単純明快である．すなわちこの書簡は，「選ばれた女性」と名づけられ
たバビュロニアというある女性に宛てて記されているが，この名は，聖なる教
会の選びということを意味している．著者はこの書簡において，信仰の完全性
が愛を生むということを強調する．そして誰一人としてイエス・キリストを分
断することはできず，一なるイエス・キリストが肉のうちに到来したことを信
ずべきであることを述べる．というのも，御子を知性のうちに知覚しうる形で
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持つ者は，父をも知り，父の力の大きさが，時間の始まりとは無縁に働いてい
るということを，精神の中で知性をもって目にするからである．ヨハネは述べ
る．＜もし誰かがあなた方の許を訪れ，この教えを携えていないならば，彼を
家の中に入れることはせず，彼とは話をしないように十分に注意せよ．なぜな
ら話をする者は，彼の悪しき業を分かち持つことになるからである＞（10－
11）．これらの表現は，挨拶をしたり歓待をしたりすることを禁ずるものでは
ない．というのも，それは非人間的なことであるから．むしろ著者は，知的な
形で神的な事柄を扱うに値しないような人々とは，共に願ったり共に議論をし
たりしないように，と戒めているのである．なぜなら彼らを通じて真理の教え
から欺かれ，真理に似せた理論へと導かれてはならないからである．しかしな
がらわたくしが思うには，そのような人々とは祈るべきではないが，その理由
は，家の中で行われる祈りにおいて，また祈りの後に行われる挨拶は，喜びと
平和のしるしだからである．
II
『過越について』
25】エウセビオス『教会史』6.13.9．
　彼は，『過越について』という著作の中で，初代教会の長老たちから自ら耳
にした言い伝えを，後の人たちのために書き残すようにと仲間のものから迫ら
れた，と告白している．彼はその中で，メリトンやエイレナイオス，そのほか
の者（その物語を彼は引く）などに言及している．
26】エウセビオス『教会史』4.26.4．
　アレクサンドリアのクレメンスは，メリトンの文書に触発されて記したと述
べている彼自身の『過越について』という著作の中でそれに言及している．メ
リトンは，皇帝に宛てた小冊子の中で，皇帝の時代にわれわれが被った迫害に
ついて，次のように語っている．
27】偽アナトリオス『復活祭の原理について』１．
　しかしながら，われわれの祖先で，ヘブライとギリシアの書物に通暁してい
る人々，すなわちイシドロス，ヒエロニュムス，クレメンスは，言語の相違ゆ
えに，月の原理が異なっているということに感づいていたにせよ，復活祭に関
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し，日と月と時間が相応しくあるように，復活の日曜日に対する最高の畏敬を
もって，同一なる確かな原理に一致して至ったのである．
28】『復活祭時期早見表』（ディンドルフ版14－15頁）．
　そればかりでなく，アレクサンドリアの人々の教会の，いとも敬虔なる司祭
となったクレメンスは，極めて古代に遡る人物で，使徒時代からそれほど遠く
隔たってはいない人物であるが，『過越について』という著作の中で同様のこ
とを教え，次のように述べている．
　すでに過去のものとなった時期には，主はユダヤ人たちの手で奉献されたも
のを，過越の食事として祝福して食した．しかしながら，自ら「在る者」，神
の小羊，屠り場に引かれる羊として過越を告知した後，主は直ちに弟子たちに
対し，13日に，この予型の神秘を教えた．13日に弟子たちは主にこう尋ねて
いるからである．＜主よ，あなたのために，われわれがどこで過越の食事をす
るよう準備することをお望みでしょうか＞（ﾏﾀｲ26,17）．かくしてこの日に，
酵母を入れぬパンの聖化，そして祝祭の前準備が行われた．それゆえ使徒ヨハ
ネは，おそらくこの日に，弟子たちがいわば準備を終えた者として，主から足
を洗われる様を記しているのである（ﾖﾊﾈ13,4）．かくしてわれわれの救い主は
その翌日に苦難を被った．それは主自身が過越だからであり，このことははユ
ダヤ人たちによって麗しく語られているとおりである．
　さらに続けて．
　このような次第であるから，14日に，主ご自身が苦難を被ったのであるが，
明け方から主を大祭司たちや律法学者たちがピラトの許へ連行した．ただし，
総督官邸には入らなかった（ﾖﾊﾈ18,28）．これは彼らが穢れを受けないためで
あり，妨げを受けることなく，過越の食事を食すことができるためである．日
付に関してはこのように正確を期すことで，すべての聖書の記述が調和を来た
し，福音書が一致する．さらに復活もまた，これに同調して証言する．実に主
は，三日目に復活し，これは刈り入れの週の初めの日であるが，この日には，
収穫の束を祭司の許に持ってゆくようにと律法で定められているのである（ﾚ
ﾋﾞ23,10）．
29】『聖句集』307．
　わたくしが思うに，意外な事柄で驚愕させることで，掟からは端緒だけを得
て自ら救われたいと望んでいる人間のことを強いるのは，必然の一種である．
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したがって神とは強制する方ではないし，彫像のように霊魂を欠く存在でもな
い．自ら運動する霊魂が，外的な原因によって影響されることは許されないか
らである．
30】『聖句集』308．
　あることとは逆の事柄が，同時に，その同じものに関して生起することは不
可能である．
31】『聖句集』309．
　実に，自らを知悉せる者は，主の場所であり御座である．
32】『聖句集』310．
　あたかも火打石から火が放たれるがごとく，獅子の骨が打たれるときに．
33】コンスタンティノポリスのニケフォロス『コンスタンティノス・コプロ
ニュモスを駁す』3.26．
　かのアレクサンドリア出身のクレメンスも，同様に考えているように思われ
る．彼は掟にかなった復活祭について次のように判断して述べている．
　ちょうどあるものの似像が，原型が存在しなくとも原型と同様の誉れを受
け，真実がその場にあるときのように，似姿として受け入れられたものがそこ
に留まれば，真実を意味することによって，似像が真実を通じて輝き出でるの
と同じように．
34】『モーセ八書および列王記へのカテナ』Ⅰ1037欄．
　不明者の弁．かのクレメンスは「過越について」という著作の中で，ハンセ
ン病の緩解とは，いわば歩み去るようなもので，流れるように去ってゆくもの
だ，と述べている．
35】『アトス・ラウラ修道院写本184 B64』48頁．　
　＜これがイエスを顕す＞（1ﾖﾊﾈ4,3）．エイレナイオスは『異端駁論』の第３
巻において，オリゲネスは『ローマの信徒たちへの書簡』注解の第８巻におい
て明確に，また『ストロマテイス』を著したクレメンスは「過越について」の
巻の中で，このようにテキストを読んでいる．
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III
『教会のカノン』もしくは『ユダヤ教徒駁論』
36】『古代教父・古代教会著作家大叢書への補遺』Ⅰ1334欄（コンスタンティ
ノポリスのニケフォロス『コンスタンティノス・コプロニュモスを駁す』第３
巻の末尾に付された，教父からの引用．
　アレクサンドリアの長老クレメンスの『ユダヤ教徒駁論』より．
　ダビデの子ソロモンは『列王記』と題される書物の中で，真の神殿の建立と
は，天上的で霊的であるばかりでなく，ダビデの子にして主が顕現するときに
建てるべき肉にも関わる，ということをすでに理解していた．主は顕現の際，
言わば魂をもった像として，また信の一致のうちに教会を興すために，その礎
を定めようと決意していたのである．ソロモンはこう問うている．＜もし神が
真に，人とともに大地の上に住まうならば＞（列王上8.27LXX）．しかるに神
はこの地上に，肉をまとって住まった．そしてイエスにあって，義しき者たち
との和合・調和のうちに，人との共生が成立したのである．イエスは聖なる
神殿を建て，かつ復活したのであるから．というのも大地とは義しき人々の
意であるが，それは彼らがなお大地をふち取り，いわば主の大きさに至るまで
広がっているからである．実にこれと同じ事がらを，幸いなるペトロも述べる
ことをためらわない．＜あなた方自身も，生ける石として建てられよ，霊的な
家，聖なる神殿としてである．そしてイエス・キリストを通じ，神に受け入れ
られる霊的な生贄を捧げよ＞（1ﾍﾟﾄﾛ2,5）．一方，ふち取ることにより，大地
の上の神的な場所を自らのうちに聖化した肉体について，＜主は述べている．
「あなた方はこの神殿を取り壊してみよ．わたしはそれを三日のうちに建て直
して見せよう」．そこでユダヤ教徒たちはこう言った．「この神殿は建てるのに
46年間もかかったのに，あなたは三日間で建て直すと言うのか」．イエスは自
らの肉体の神殿について言ったのである＞（ﾖﾊﾈ2,19－21）．
IV
『先慮について』
37】証聖者マクシモス『マリノスに宛てた神学論争論集』（PG91.264）．
　アレクサンドリアの長老，いとも聖なるクレメンスの『先慮について』より．
　実体（ウシア）とは，神における神である．神的実体とは，非時間的にして
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初めなく，非物体的にして非限定的であり，諸存在物の原因である．実体と
は，全体を通して成立しているものである．本性（フュシス）とは，諸物質の
真理，もしくはそれらのうち実体を内包する部分である．だが他の人々によれ
ば，存在に向けて導かれた事物の誕生であり，また別の人々によれば，生成物
のうちに，存在と，いかに存在するかとを生み出す神の先慮なのである．
38】証聖者マクシモス『マリノスに宛てた神学論争論集』（PG91.266－268）．
　本性（フュシス）は，生成したということから語られる．第一実体とは，す
べて，それ自体として成立しているものであり，たとえば石がそうである．一
方第二実体とは，生長したり死滅したりする生育的な実体であり，植物がそう
である．第三実体とは，霊魂を有する知覚的なものであり，動物や馬がそうで
ある．第四実体とは，霊魂を有し知覚的で論理に与かるもので，人間がそうで
ある．それゆえ人間は，いわば万物より成るものとして，最後に生成したので
あり，霊魂を非質料的なものとして，また理性を神の似像として有するのであ
る．
39】『古代教父・古代教会著作家大叢書への補遺』Ⅰ1336欄（パリ写本854番
第125葉・裏）．
　いとも聖にして至福なるアレクサンドリアの長老クレメンス著『ストロマテ
イス』より「先慮について」の一節．
　神とは何であるか．神とは，主も述べているように（ﾖﾊﾈ4,24），霊である．
しかるに霊とは，勝義的に，非物体的にして非限定的な実体である．物体に
よって満たされることのないもの，あるいは広さ，長さ，深さに関して存在す
ることのできないものは，非物体的である．一方非限定的なものとは，その場
所が無であり，すべてにおいてすべてであり，各々において全体であり，自ら
に関して同一であるもののことである．
40】証聖者マクシモス『マリノスに宛てた神学論争論集』（PG91.276）．
　クレメンスの『ストロマテイス』より『先慮について』の論述．
　意志（テレーシス）とは，本性にしたがって存在するものの欲求的な，本性
的力である．
　意志（テレーシス）とは，ロゴス的存在の，本性に対応する本性的な欲求で
ある．
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　意志（テレーシス）とは，自律的な理性の本性的かつ自発的な運動，もしく
は何かをめぐって自由意志的に運動する理性である．本性にしたがって運動す
る理性は自発的であり，あるいは霊魂の理性的運動は自律的である．
41】証聖者マクシモス『ピュッロスとの議論』（PG91.317）．
　アタナシオスは，この点に関して哲学者たちの中でも真に哲学者であるクレ
メンスを規範とし，彼に拠っている．クレメンスは『ストロマテイス』第６巻
において，意志とは欲求をもった理性である一方，意向（ブーレーシス）とは，
ロゴスに適った欲求，もしくはある事柄に関する意志であると定義している．
42】シナイのアナスタシオス『問題集』96（PG89.741－744）．
　聖にして使徒的なる教師クレメンスは『先慮そして神の正しき裁きについて』
の第１巻において，次のようなことを述べている．
　今や，人間たちにとってアダムに先立つ形成に従って行動することが可能で
あるのと同様に，神はもはや，人間に対して人間たちを産むという恵みを一た
び下すということだけを通じて行動するということはない．その時には神は，
われわれの本性に対して＜産めよ，増えよ，地の表を満たせ＞（創世1,28）と
述べたのであった．かくしてクレメンスが述べるには，神はその全能にして先
慮に満ちた力によって，諸物体の解体と終結とが，本性的な帰結関係と，諸要
素の変遷という秩序に従って生じるように定めたのであり，これは神の実体的
な神智と把捉によることなのである．
43】バーナード編『救われる富者とは誰であるか』に収められたミラノ・ギ
リシア語写本1041番第10葉・裏．
　そこから，ローマのクレメンスは『先慮について』においてこう述べている．
　ブラフマンたちは山岳地帯に居住し，最も浄らかな空気を享受し，人間たち
の生の中で完全にして最も充実した時間を生きている．
Ｖ
『忍耐への勧告』もしくは『洗礼を受けたばかりの者たちに宛てて』
44】バーナード編『救われる富者とは誰であるか』に収められたマドリッド・
エスコリアル写本Ω（S）Ⅲ19番第246葉・裏－第248葉・表．
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　言葉において平静を実行し，業において平静を実行せよ．だが同様に，舌と
挙動においても実行せよ．向こう見ずな性急さを避けよ．というのも，そうす
れば理性も確固たるあり方で留まり，混乱した性急さのために弱体化したりせ
ず，節制に関して短期間であったり，闇暗きものを目にしたりしないからであ
る．また飽食に打ち負かされることなく，たぎる憤怒に打ち負かされることな
く，他の情動によって打ち負かされることもなく，それらに備えられている略
奪に対して主導権を握れ．というのも理性は，情動を克服せねばならない．そ
のためには平静なる座の上に高く座し，神に向けて眼差しを挙げねばならない
からである．怒りに関して，決して激情に満たされることがあってはならな
い．また言葉に関して，鈍くあってはならない．また挙動においても．愚鈍に
満たされていてはならない．それはあなたのうちで，善きリズムが平静を飾
り，その姿が何か神々しく神聖なものに映らんがためである．傲慢さのしるし
に注意せよ．首を高くした姿勢，直立させた頭，ひ弱で宙を行くような歩きぶ
りである．出会う人々に対し，言葉づかいは紳士的であれ．呼びかけは優美で
あれ．しかし女性たちに対しては慎みを忘れず，眼差しは地面に向けよ．すべ
てに関して注意深く話せ．声にはよい発声を施し，聞く人々の必要に応じて声
を調整せよ，十分に聞き届けられるようにして，小声のために聴衆の聴覚に届
かなかったり，叫ばんばかりの大声のために聴覚を逸脱したりすることのない
ようにせよ．事前に熟慮していなかったり，考えていなかったりしたことを決
してしゃべらないように注意せよ．不注意にしゃべることはせず，また他の人
が話している間にあなたの言葉を差し挟んだりすることのないようにせよ．と
いうのも聞くのと語るのは相半ばであるのが望ましいのであって，語りと沈黙
が時間的に別々であるのが不可欠だからである．快く学べ，そして妬みを抱く
ことなく教えよ．嫉妬心から他の人々に知恵を隠すことは，決してしてはなら
ない．また恥ずかしさから学びをやめることもしてはならない．年長者たちに
対しては，父親にすると同じように，譲れ．神に仕える者たちを尊敬せよ．知
恵と徳を究めよ．友人たちに対して闘争的であってはならない．彼らを嘲った
り，笑いものにしたりしてはならない．欺瞞・策略・倨傲を，力強く拒絶せよ．
柔和にして寛容な人間として，傲慢で倨傲に満ちた者に対し，沈黙をもって忍
耐せよ．業や言葉に関して，そのすべてを神に捧げよ．そしてあなた自身のも
のすべてをキリストに奉献せよ．そして霊魂を丹念に神の方へと向け，思念を
キリストの力の上に据えよ．いわば神的な逃れ場のうちに置くように，救い主
の光のうちに，思念をあらゆる饒舌や行為から安らわせるのだ．日々，しばし
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ばあなた自身の節制を人々と共有せよ．多くは夜に，そして昼にも同じよう
に，神とも分かち合え．過大な眠りが，あなた自身を神への祈りや賛美に際し
て圧倒することのないようにせよ．なぜなら，長きに過ぎる眠りは死にも等し
いからである．神的な輝きを天から放つキリストに対して，常にその分有者た
れ．すなわち，あなたの善意が永続的なものとなり，キリストが止むことのな
いようにせよ．霊魂の緊張を，お祭り騒ぎや酒への耽溺のうちに放擲してはな
らない．身体のためには，有益である程度で十分なのだと思うがよい．また宴
に適した時機が訪れるまでは，食べ物の前に急いではならない．パンを宴とせ
よ．それに大地の飲み物，樹木から得た季節のものを添えるがよい．そして食
物に関しては十分に節度を保ち，際限のない暴食ぶりを顕わにせぬがよい．肉
食好き・酒好きであってはならない．ただし病気のために療法としてそれが勧
められる場合は別である．むしろ，食事や酒に関する快楽に替えて，神的な言
葉や賛歌のうちなる喜びを，神の許での知恵によるコロスでのものとして選び
取れ．そして天上的な思慮をして，あなたを常に天に向けて導かせよ．さらに
は身体に関する思い煩いを放棄して，神に向けた希望に勇気づけられよ．そう
してこそ，あなたには神が，必要にして十分なものを提供するであろう．それ
は生きるための食糧，身体の覆い，冬の寒さからの防寒具などである．なぜな
ら全地とそこに育まれるものはすべて，あなたの王の所有物なのであるから．
神に仕える人々の身体を，神の四肢として，聖なるものまた神の神殿のごとく
に，とりわけ尊ぶがよい．こうすることで，病気が不治のものになるのではな
いかとか，時間的に予期せぬあり方で老いが到来するのではないかなどと恐れ
ぬがよい．なぜなら，神の掟を，全身全霊なる徹底性をもって実行するなら，
病いも止むであろうから．これらの事どもを承知したうえで，病いに対しても
霊魂を強靭なものに備え，あたかもスタディオンにおける，苦難をも制圧する
不屈の力を備えた勇者のごとくに，心を雄々しく持て．悲しみのために，霊魂
を過度に圧迫しすぎてはならない，たとえ罹っている病気が霊魂を重くし，あ
るいは何か不意の不幸が襲い来たろうとも．むしろ考えを雄々しく労苦に対峙
させ，苦難をもたらす問題の真っただ中にあろうとも，神に感謝をささげよ．
神は人間よりも智慧深きことを思慮し，それらを人間が見出すことは，不可能
でもありまた容易ではないのだから．災いに逢っている人々を憐れみ，人々の
ために，神から来たる援けを願い求めよ．なぜなら神は，願い求める者に親し
く恩寵を下し，災いに逢える者たちには助けを提供し，自らの力を，人々にも
知られる形で自ら示すからである．それは人々が，神を認識して神の許に来た
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り，永遠の幸福を享受せんがためである．神の御子が到来し，善き事どもを，
自らに属す人々に復したのだから．
VI
書簡
45】『聖句集』311．
　正しき人間を尊敬するのが偉大なことだというわけではなく，むしろ彼に仕
えるに値するとされた者が恩寵を受けるのである．
46】『聖句集』312．
　腐敗を知らぬ王国は，欲情を有さず，むしろすべての善き事どもの現在を有
している．それゆえ欲情を抱くことがあり得ないのである．というのも，欲情
を抱くということは，何かに事欠くことから生ずるのに対して，すべてを有し
ているということからは，いかなる事柄に対しても欲情を抱かないことが帰結
するからである．
47】『聖句集』313．
　父には，何ごとにも飢えていない人間を作ることは可能であるが，むしろ父
は，善行を行うという状況を作ることの方を選択するであろう．父は，ともに
苦しむことを価値あることとは見なさなかったのだから．さて今や，われわれ
は，善行のための場所となれるよう，互いのために富んだり飢えたりするので
ある．
VII
典拠不詳断片
48】証聖者マクシモス『ディオニュシオスとグレゴリオスの難解箇所』
（PG91.1085）．
　わたしが述べたこれらの説は，アレオパゴスの聖ディオニュシオスが，聖
書によって救霊予定（προορισμοί）また神的意向と呼ばれているということ
を，われわれに教えている（※おそらくｴﾌｪｿ1,5に関わるものか）．同様に，『ス
トロマテイス』を著した偉大なるクレメンスの指導者であったパンタイノス一
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派の人々は，「神的意向というかたちで聖書には親しく名づけられている」と
述べている．ここから彼らは，外的な教養に関して自慢するある人々によって
「キリスト教徒たちは，神がどのように諸事物を認識すると教えるのか，われ
われは，神は諸事物を，思惟的なものは思惟的に，感覚的なものは感覚的に認
識すると想定しているが」と問いただされたとき，彼らに答えてこう述べた．
「感覚的なものを感覚的に認識することもなければ，思惟的なものを思惟的に
認識することもない．というのも，神は諸事物を超える方であるから，諸事物
にしたがって諸事物を把捉するというのは不可能である．むしろわれわれは，
神は諸事物を，自らの意向として認識する，と主張する．その際には御言葉の
祝福をも加える．というのももし，神が万物を自らの意向によって創造したの
であれば（これにはいかなる論拠も反駁しえまい），神は自らの意向を認識し
ており，その意向を永遠に，敬虔にして正しきものと述べる．一方，成ったも
のの各々に関して，神は望んで創造したわけであるから，結局神は諸事物を自
らの意向として認識する．なぜなら神は，自ら望んで万物を創造したのである
から」．
49】シナイのアナスタシオス『創造の六日間』Ⅸ（PG89.1002）【ギリシア語
版は，A．v．ハルナック（1893）『エウセビオス以降の古代キリスト教文学史』
Ⅰ926頁参照】．
　＜主なる神は，わき腹のあばら骨を取って組み立てた＞（創世2,22）という
句の後に，偉大なるクレメンスは完全な句点を印し，それから句の初めを起こ
して，＜このあばら骨を，神はアダムからその妻に与えた＞と付記した．わた
しには，ここでクレメンスは，神へのまったき畏れに満たされて，聖句を理解
しているように思われる．
50】ヒエロニュムス『ルフィヌス駁論』1.13．
　オリゲネス自身，またクレメンスやエウセビオス，そして他の数多くの人々
が，聖書に関して何がしかを論じ，自らの述べることの正当性を実証しようと
欲する際に，次のように記すのが慣例となっている．「ユダヤ人が私にこう告
げた」「わたしはユダヤ人から聞いた」また「これはユダヤ人たちの見解であ
る」．
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51】アレクサンドリアのキュリロス『ユリアノス駁論』６（PG76.813）．
　というのもクレメンスは，いかなる場面でも聖なる使徒たちに従い，ギリシ
ア史に関して耳にしえた限りの事どもについて，『ストロマテイス』のなかで，
フェニキア語で記されていたサンコニアテスの歴史を，ギリシア人たちの言葉
に驚くべき仕方で改案した，と述べている．この歴史は，ユダヤ人のヨセフス
が名声を勝ち得たものであるが，それを教育のために用いたものである．
52】ディオニュシオス・アレオパギテス『神名論』Ⅴ.９．
　だがもし，哲学者のクレメンスが，諸存在物の中で最も古いものが，あるも
のに対しての規範と呼ばれると考えているとすれば，彼の言説は，具体的なも
の・完全なもの・単純なものを通じて行われているわけではない．
53】シナイのアナスタシオス『問題集』14（PG89.465）＝『聖句集』303．
　御言葉は述べる．憐れみは施さねばならない．だが正しき判断とともに，そ
して相応しき人々に対して行わねばならない．なぜなら，農夫が，収穫を得る
ために，どんな土地にでも委細かまわず種を蒔くというのではなく，善き土地
に蒔くというのとちょうど同じように，敬虔にして霊的な人々に対して善行の
種を蒔くべきである．それはあなたが彼らから，祈りを通じて善き実りを獲得
するためである．なぜなら，こう記されているからである．＜信仰深い人々に
善き業をなせ．そうすれば報いがある．たとえその人本人から受けることがで
きなくても，いと高き方から受け取ることができる＞（ｼﾗ12,2）．
54】コルデリウス編『マタイ福音書への言及』より，ﾏﾀｲ13,31への注記（ニケ
タスのカテナ）．クレメンスの注記．
　もし御言葉の丈が，それほどまでに大きな成長を遂げたならば，御言葉から
育った樹（これは全地に根を生やしたキリストの教会であろう）が万物を満た
すように，天を飛ぶ鳥たちが，すなわち明らかに，神的な天使たちと天がける
霊魂たちが，その枝に巣を懸けるであろう．
55】クレイマー編『新約聖書へのカテナ』Ⅰp.76,27以下；ﾏﾀｲ10,16へのカテナ．
クレメンスの注記．
　かの方は思慮を働かせて悪事を被り，われわれは思慮をもって善行を為すで
あろう．
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56】クレイマー編『新約聖書へのカテナ』Ⅰp.78,23－25；ﾏﾀｲ10,23へのカテナ．
クレメンスの注記．
　この聖句は，聖なる者たちに対し，悪意をもって殺害する者たちから，慎し
みをもって逃れるようにということを教えるものである．つまり，主の言葉を
曲解し，恐れを知らぬ者のように，逃れることをしない者は，軽蔑されるべき
である．
57】ポッター編『アレクサンドリアのクレメンス　現存作品』1019頁以下に
載るﾙｶ3,22へのカテナ（ニケタスのカテナ），クレメンスの注記．
　この際，神は人間の似姿を帯びるのではなく，鳩の姿を取る．これは，霊の
新たな顕現の純朴さと従順さを，鳩の姿を通じて示そうと神が望んだためであ
る．
58】ポッター編『アレクサンドリアのクレメンス　現存作品』1020頁に載るﾙ
ｶ16,17へのカテナ（ニケタスのカテナ），訓導者クレメンスの注記．
　おそらく彼の正義は，一点一画を通じて叫びをあげたのかも知れない．＜も
しあなた方が私に対して真っ直ぐに来るなら，わたしもあなた方に対して真っ
直ぐであろう．もしあなた方が曲がって進むのであれば，わたしも曲がって
進もう，と諸力の主は述べる＞（ﾚﾋﾞ26,21；26,23以下；26,27以下）．罪びと
たちに対する譴責を，主は「曲がった道」という表現で象徴的にほのめかして
いるのであろう．というのもイエスの善性こそ，イエスの「一点」という言葉
がほのめかしている，本性的にも真っ直ぐな道であろうから．その道は，従順
に信じる者たちに対し，不動でありかつ歪むことがない．＜律法からは，その
一点一画も失われることは決してない＞（ﾏﾀｲ5,18）．すなわち，真っ直ぐな者
たちに相応しき約束も，逸れ曲がる人々を威嚇する懲罰も，過ぎ去ることはな
い．＜なぜなら，主は真っ直ぐな人々に善を施すが，よこしまな道に逸れて
ゆく人々を，不法を働く者たちとともに取り除くからである＞（詩編124,4以
下）．そして主は，過ちのない人とは過ちがなく，曲がった人とともに逸れる
方だからである．そして主は＜曲がった人々には，曲がった道を遣わす＞（詩
編17,26以下）からである．
59】アレタスによる『黙示録』4,5への注解．
　ヨハネは，７つのたいまつを７つの霊と表現している．この霊とは，イザヤ
アレクサンドリアのクレメンス「断片集」
─全訳─ 55
と同様，霊の持つ７つの神的な賜物である．すなわちそれは，智慧，力，意
志，そしてそれらに続くものと考えるべきである．あるいはエイレナイオス
や，『ストロマテイス』を著したクレメンスのように，典礼上の事柄，そして
その他の掟に関しての重要な点とすべきであろう．
60】『聖句集』299．
　真理とは少数者のもの，もしくは真理を見出すことのできる者たちのもので
ある．彼らは，長きにわたる善意の業，もしくは観想に向けての鍛錬を通じて
手ほどきを受けてきた人々である．
 
61】『聖句集』300．
　祈りとは，かの聖なる務め，もしくは真なるいけにえである．
　
62】『聖句集』301．
　賢慮ある者は，困難な事柄に関して，これを被るよりも前に護られる．一方
試みによって自らを正す者は，思慮に欠けるということがない．だが最も非理
性的なる者は，すでに起こっている事柄をも，不可欠な護りとは受け取らな
い．
63】『聖句集』302．
　一つの霊魂に関して，二つの相反する運動が同時に生ずるということは不可
能である．
64】『聖句集』304．
　処女たちの破滅と言われるのは，姦淫ばかりでなく，時機を逸して早まった
婚姻もそうである．すなわち，彼女が，あるいは自分からもしくは両親によっ
て，いわば最盛期でない時期に夫に嫁ぐのがそれである．
65】『聖句集』305．
　信仰深き者を義化するのは，行為の放擲ではなく，むしろ想念の清潔さまた
純粋さである．
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66】『聖句集』314．
　人の品性を吟味するのは，そのような人々との共棲である．というのも悪質
な人間は，必然により同類の人々と共棲する．だが逆に，思慮深く知恵ある人
間は，彼と共に同じことを追究してくれる人々と共棲するのである．
67】『聖句集』315．
　ある人が言うかもしれない．われわれは神に関して何も探究すまい，と．だ
がそのようなときであれ，神に関して言ったり聞いたりすることを止めるべき
ではない．信仰が弱まって，神に関して語られたことを語り，耳にされたこと
を耳にするという結果にならない限りにおいてである．
68】『聖句集』317．
　キリスト教的敬神の念とは，一種の知である．たとえで述べることにしよ
う．各々の知には，固有の言葉というものがある．それらを通じて伝えられる
メッセージが，それらを通じて受け取る者に及ぶようになるためである．ちょ
うど弁論術は弁論家の言葉を通じて，医術は医術の言葉を通じて伝えられるよ
うにである．それとちょうど同じように，キリスト教的な知も，それに従って
伝えられる言葉から生じるものである．というのもキリスト教的な言葉もま
た，固有のものだからである．したがって，弁論家の言葉を受け容れた者たち
が医者になったり，医術の言葉を受け容れた者たちが弁論家になったりするこ
とが不可能であるのと同じように，キリスト教徒となることは，キリスト教的
言葉以外の言葉を通じてではあり得ない．それ故わたくしは，キリスト教徒と
なることを欲する者たちは，ただキリストの言葉だけを受け容れるべきであっ
て，他の者たちを通じて求めるべきではないと言いたい．なぜならそれは，キ
リスト教徒たちを通じてしか成り立たないはずのことだからである．
69】ピトラ編『聖文献撰集Ⅳ』35－36頁，パリ・アルメニア語写本46A番第
150葉・裏．
「痛悔について」
　禁じられた悪のうちに固執する人々は，左の側から監督する天使たちによ
り，激しく打ち砕かれ，外に追い出された上に厳しき縛めによって縛られ，永
遠の火のうちに導かれる．そのとき多くの人々は，虚しくまた実りなく悔いる
ことであろう．彼らは輩を求め，悪霊どもをその固有の名によって，姦通者，
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人殺し，不倫者，貪欲者，強欲者，簒奪者と呼ぶであろう．しかしながら痛悔
の相応しき実りをつける者たちについては，この者たちを，左の側の天使たち
が面と向かって見ることもなければ，触れたり近づいたりするに値すると見な
すこともないであろう．それに対し，右側の天使たちが，彼らのことを称賛し
抱擁し，最大の喜びを以て彼らに付き随い，天と，何にも増して救い主自身に
感謝をささげるのである．
70】ヨアンネス・マララス『年代記』10（p.242.8－22）．
　われわれの救い主であるイエス・キリストの復活と昇天の４年後，同じティ
ベリウス・カエサルの治世の下，聖なるパウロが，スィンゴンと呼ばれている
パンテオンのそばの通りで，バルナバとともに最初に御言葉を伝えた場所であ
る大アンティオキアから出発し，キリキアに向けて旅立った後，ペトロがエル
サレムからこのアンティオキアにやって来て御言葉を教えた．ペトロはこの町
で自らを叙階し，ユダヤ教徒からキリスト教徒になった人々から信奉を受けた
ため，異邦人の中で信じる者たちには教えを授けなかったし，彼らを愛しもせ
ず，むしろ彼らが当地から出てゆくのを止めなかった．ところが聖なるパウロ
は，その後大アンティオキアにやって来て，聖ペトロをめぐるこれらの事ども
を聞き知り，至るところでこの躓きを取り除き，すべての人々を差別なく受け
入れて愛し，すべての人々に対して信仰を勧告した．これらの事どもは，いと
も智慧に満ちたクレメンスやタティアノスといった年代記作者たちが書き記し
ていることである．
71】ヨアンネス・マララス『年代記』２（p.34.6－10）．
　ところで，アゲノルの子スュロスは賢人となり，フェニキア語で代数哲学を
著した．彼は次のような仮説を立てた．諸原理が非実体的であること，諸実体
は変質すること，霊魂は他の生まれの動物に入り込むこと．この人物がこれら
の説を開陳したということは，いとも智慧に満ちたクレメンスがしたためてい
る通りである．
72】ヨアンネス・マララス『年代記』10（p.228.15－19）．
　1000年期の第６日目には，地上にわれわれの主であるキリスト・イエスが
現れ，十字架と復活によって人間を救った．このことはクレメンス，テオフィ
ロスとティモテオスといった，智慧に満ちた年代記作者たちが，異口同音に書
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き記していることである．
73】ヨアンネス・マララス『年代記』10（p.231.9－11）．
　彼（すなわちヘロデ；前37－４ユダヤ王）の息子であるアルケラオスが，
ユダヤ民族の王ないし領主となったのは，ラミアとセルウィリウスが執政官職
に就いたときのことで（後３），彼は９年間（前３－後６），この地位にあった．
これはいとも智慧に満ちた年代記作家であるクレメンスが述べているとおりで
ある（※訳者付記：年代が合わず，マララスの誤解が含まれている）．
74】ヨアンネス・マララス『年代記』10（p.239.18－240.2）．
　ところが，フィリッポスの子であるヘロデ王は多血症を発症し，８か月間に
わたって床に就いた．そしてこの８か月の後，彼は自らの寝室で殺害された
が，これは彼の妻自らの策略によるものであった．このことは，いとも智慧に
満ちたクレメンスが書き記している通りである．
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